国家試験　消化器外科関連問題
【消化管】

11
過敏性腸症候群にみられるのはどれか。
a 灰白色便
b 黒色便
c 脂肪便
d 兎糞状便
e 粘血便
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07h015.doc
	A 必修一般
	d

	必修

	大項目:12 主要疾患・症候群

	中項目:F 消化器・腹壁・腹膜疾患

	小項目:11 機能性消化管障害（機能性ディスペプシア<FD>、・・・


12
過敏性腸症候群でみられるのはどれか。
a 嘔　吐
b 下　血
c 脱　水
d 発　熱
e 便　秘
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08c004.doc
	A 必修一般
	e

	必修

	大項目:12 主要疾患・症候群

	中項目:F 消化器・腹壁・腹膜疾患

	小項目:11 機能性消化管障害（機能性ディスペプシア<FD>、・・・



13
便秘の原因となりにくいのはどれか。
a オピオイド
b 抗コリン薬
c ラクツロース
d 三環系抗うつ薬
e ドパミン作動薬
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07h006.doc
	A 必修一般
	c

	必修

	大項目:13 治療の基本

	中項目:I 薬物療法

	小項目:3 副作用と薬物相互作用


21　
35歳の男性。昨日上腹部痛を訴え診療所を受診した患者が、腹痛が増悪したため再び来院した。今朝から右下腹部に痛みが移動しているという。昨日の診察では上腹部に軽度の圧痛があったが、本日は腹部の診察で右下腹部に限局した圧痛を認める。
次に行うべき対応として最も適切なのはどれか。
a 診療所で経過観察する。
b 翌日の再受診を指示する。
c 鎮痛薬を処方し帰宅させる。
d 数時間後の再受診を指示する。
e 手術可能な医療機関へ紹介する。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07h026.doc
	B 必修臨床短文
	e

	必修

	大項目:12 主要疾患・症候群

	中項目:F 消化器・腹壁・腹膜疾患

	小項目:9 急性虫垂炎


23
　63歳の女性。血便を主訴に来院した。4か月前から便に血が混じるようになり、持続しているため心配して受診した。体温 36.4 ℃。脈拍 72/分、整。血圧 124/66 mmHg。血液所見：赤血球 350 万、Hb 10.3 g/dl、Ht 30 ％、白血球 6,600 、血小板 35 万。血液生化学所見：総蛋白 6.2 g/dl、アルブミン 3.3 g/dl、AST 25 IU/l、ALT 33 IU/l、LD 300 IU/l (基準176～353)。注腸造影像(別冊No.△A)と肛門縁から3cmの部位の大腸内視鏡像(別冊No.△B)とを別に示す。
次に行う検査として適切なのはどれか。
a 胸腹部CT
b 直腸内圧測定
c 腹部血管造影
d 超音波内視鏡検査
e 半年後の大腸内視鏡検査
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07h028.doc
	B 必修臨床短文
	a

	必修

	大項目:12 主要疾患・症候群

	中項目:F 消化器・腹壁・腹膜疾患

	小項目:12 大腸癌


次の文を読み、30、31の問いに答えよ。
50歳の男性。便秘と下痢とを繰り返すことを主訴に来院した。
現病歴
：
3週前に下痢を自覚し、その後腹痛を伴う便秘を数日おきに繰り返している。自覚するほどの発熱はない。便の色については普段からよく見ていない。飲食物や環境に特別の変化はない。過去に同様の症状はない。
既往歴
：
特記すべきことはない。
生活歴
：
公務員。喫煙歴はない。飲酒は焼酎1合/日を30年間。海外渡航歴はない。
家族歴
：
特記すべきことはない。
現　症
：
意識は清明。身長 174 cm、体重 72 kg。体温 36.5 ℃。脈拍 80/分、整。血圧 118/72 mmHg。呼吸数 16/分。皮膚は湿潤。顔色は良好である。眼瞼結膜と眼球結膜とに異常を認めない。口腔内の乾燥を認めない。頸静脈の怒張を認めない。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦で静脈怒張を認めない。腸雑音はやや亢進している。触診では抵抗を触れず、肝・脾を触知しない。下腹部正中やや左側に直径約4cmの弾性硬の腫瘤を触れる。腫瘤表面は凹凸不整で可動性があり、圧痛を認めない。直腸指診で粘血便を認める。
検査所見
：
尿所見：蛋白（－）、糖（－）、ケトン体（－）、潜血（－）。血液所見：赤血球 468 万、Hb 13.9 g/dl、Ht 42 ％、白血球 8,300 、血小板 21 万。血液生化学所見：総蛋白 7.5 g/dl、アルブミン 3.9 g/dl、総ビリルビン 0.9 mg/dl、直接ビリルビン 0.2 mg/dl、AST 28 IU/l、ALT 16 IU/l、尿素窒素 12 mg/dl、クレアチニン 0.6 mg/dl、尿酸 6.9 mg/dl、血糖 98 mg/dl、総コレステロール 246 mg/dl、トリグリセリド 190 mg/dl、Na 131 mEq/l、K 4.4 mEq/l、Cl 97 mEq/l。CRP 1.0 mg/dl。
30
腫瘤性病変の原因として考えられるのはどれか。
a 腹壁腫瘍
b 腸管内ガス
c 消化管腫瘍
d 炎症性腫瘤
e 重積した腸管

31
身体診察と血液検査の結果を患者に伝えたところ、患者から心配そうな表情で「何か重い病気でしょうか」と質問があった。
医師の回答として調査的態度に該当するのはどれか。
a 「次の検査の日程を立てましょう」
b 「どんな病気を心配されていますか」
c 「何か重い病気ではないかとご心配なんですね」
d 「心配ばかりしていては治るものも治りませんよ」
e 「必要な検査が済んでいないのにそんな事を考えてはいけません」
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08f030.doc
	C 必修臨床長文
	c

	消化管
	08f030.doc
	C 必修臨床長文
	b

	必修

	大項目:12 主要疾患・症候群

	中項目:F 消化器・腹壁・腹膜疾患

	小項目:12 大腸癌


42
嵌頓しやすいのはどれか。
a 大腿ヘルニア
b 内鼠径ヘルニア
c 乳児臍ヘルニア
d 腹壁瘢痕ヘルニア
e Morgagni孔ヘルニア
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07e010.doc
	D 総論一般
	a

	総論

	章:Ⅴ 病因、病態生理

	大項目:1 疾病と影響因子

	中項目:A 疾病の自然経過

	小項目:



43
偽膜性腸炎の治療薬はどれか。2つ選べ。
a セフメタゾール
b バンコマイシン
c ミノサイクリン
d クリンダマイシン
e メトロニダゾール
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08g035.doc
	D 総論一般
	be

	総論

	章:Ⅴ 病因、病態生理

	大項目:4 感染

	中項目:B 病態

	小項目:3 菌交代現象、菌交代症


47
疾患とその腹痛を軽快させる因子の組合せで正しいのはどれか。
a 胆石症
脂肪摂取
b 慢性膵炎
飲　酒
c 十二指腸潰瘍
絶　食
d 汎発性腹膜炎
体　動
e 過敏性腸症候群
排　便
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08e022.doc
	D 総論一般
	e

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:E 腹痛

	小項目:


57
内視鏡治療と使用する機器の組合せで正しいのはどれか。
a 食道狭窄の拡張術
バルーン
b 食道静脈瘤の止血術
高周波ナイフ
c 胃内異物の除去術
クリップ
d 消化性潰瘍の止血術
スネア
e 早期胃癌の粘膜下層剝離術
パスケット鉗子
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08e019.doc
	D 総論一般
	a

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:8 内視鏡治療

	中項目:A 種類と適応

	小項目:


61
消化管内視鏡像(別冊No.△①～⑤)を別に示す。
内視鏡的粘膜下層剝離術の適応となるのはどれか。
a ①
b ②
c ③
d ④
e ⑤
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07b002.doc
	D 総論一般
	d

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:8 内視鏡治療

	中項目:A 種類と適応

	小項目:7 内視鏡下手術



63
成人の胃食道逆流症の典型的な症状はどれか。2つ選べ。
a 呑　酸
b 胸やけ
c 体重減少
d 空腹時痛
e 唾液分泌過多
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07d016.doc
	E 各論一般
	ab

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:1 食道疾患

	中項目:B 炎症・感染症

	小項目:1 胃食道逆流症<GERD>   #Barrett上皮



64
胸腹部食道切除後の再建に最も多く使用されるのはどれか。
a 胃
b 空　腸
c 回　腸
d 大　腸
e 筋皮弁
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07d002.doc
	E 各論一般
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:1 食道疾患

	中項目:C 腫瘍

	小項目:1 食道癌



69
非ステロイド性抗炎症薬<NSAIDs>による活動期消化性潰瘍の治療薬として最も適切なのはどれか。
a 抗菌薬
b 制酸薬
c 抗コリン薬
d 副腎皮質ステロイド
e プロトンポンプ阻害薬
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07i010.doc
	E 各論一般
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:C 炎症・感染症

	小項目:3 消化性潰瘍<胃潰瘍・十二指腸潰瘍>


73
Helicobacter pylori感染が原因となるのはどれか。2つ選べ。
a 萎縮性胃炎
b 胃アニサキス症
c ダンピング症候群
d 胃MALTリンパ腫
e Mallory-Weiss症候群
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07i034.doc
	E 各論一般
	ad

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:C 炎症・感染症

	小項目:4 ヘリコバクター・ピロリ感染症



76
上部消化管内視鏡像(別冊No.△①～⑤)を別に示す。
0-Ⅱc型胃癌はどれか。
a ①
b ②
c ③
d ④
e ⑤
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08a005.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:D 腫瘍

	小項目:3 胃癌


77
早期胃癌の定義はどれか。
a 陥凹がない。
b リンパ節転移がない。
c 長径が1cm未満である。
d 隆起の高さが5mm未満である。
e 深達度が粘膜下層までにとどまる。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08i009.doc
	E 各論一般
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:D 腫瘍

	小項目:3 胃癌



82
生物学的製剤(抗TNF-α抗体製剤)を用いたCrohn病治療の対象とならないのはどれか。
a 65歳以上の患者
b 活動性結核を合併する患者
c 腸管皮膚瘻(外瘻)を合併する患者
d 他のCrohn病治療薬を服用中の患者
e 生物学的製剤による寛解導入後の患者
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07a005.doc
	E 各論一般
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:C 炎症・感染症

	小項目:5 Crohn病


83
Crohn病に特徴的なのはどれか。2つ選べ。
a 敷石像
b 輪状潰瘍
c 小腸狭窄
d 大腸黒皮症
e 連続性病変
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08a016.doc
	E 各論一般
	ac

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:C 炎症・感染症

	小項目:5 Crohn病



87
潰瘍性大腸炎患者の直腸粘膜生検組織のH-E染色標本(別冊No.△)を別に示す。
矢印で示す所見はどれか。
a 陰窩膿瘍
b 粘膜の萎縮
c 杯細胞の減少
d 腺の配列異常
e 粘膜のびらん
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08i022.doc
	E 各論一般
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:C 炎症・感染症

	小項目:6 潰瘍性大腸炎


88
消化管閉塞のない回盲部癌の周術期管理について適切なのはどれか。
a 術前に中心静脈栄養を行う。
b 術前の絶食期間は3日以内とする。
c 術中に脂肪乳剤の投与を行う。
d 術中にドレーンの留置は行わない。
e 術後7日間は経口栄養を行わない。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07a013.doc
	E 各論一般
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:D 腫瘍

	小項目:


93
発赤、腫脹および疼痛が強い肛門周囲膿瘍でまず行うべき対応はどれか。
a 絶　食
b 硬化療法
c 切開排膿
d 痔瘻根治手術
e 人工肛門造設術
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07i009.doc
	E 各論一般
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:4 直腸・肛門疾患

	中項目:B 炎症・感染症

	小項目:1 肛門周囲膿瘍、痔瘻


96
内痔核について正しいのはどれか。
a 直腸癌の合併が多い。
b 排便時痛が特徴である。
c 歯状線の肛門側に発生する。
d 基本術式は痔核核出術である。
e 3時、7時、11時方向に好発する。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08d011.doc
	E 各論一般
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:4 直腸・肛門疾患

	中項目:D 血管病変

	小項目:1 痔核



99
症候群と病態・疾患の組合せで正しいのはどれか。
a Boerhaave症候群
好酸球性胃腸炎
b Dubin-Johnson症候群
消化管ポリポーシス
c Gardner症候群
GIST<gastrointestinal stromal tumor>
d Gilbert症候群
ビリルビン代謝異常
e Zollinger-Ellison症候群
膵・胆管合流異常症
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07a007.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 肝疾患

	中項目:E 代謝性疾患

	小項目:1 ビリルビン代謝異常　#Gilbert症候群、Dubin-Johnson症候群、Rotor症候群、


103
我が国の成人の腸閉塞の原因で最も多いのはどれか。
a 大腸癌
b 腸重積
c 腸管癒着
d S状結腸捻転
e 鼠径ヘルニア嵌頓
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07a008.doc
	E 各論一般
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:10 急性腹症

	中項目:A 形態異常

	小項目:1 単純性イレウス


105
イレウスで緊急手術の必要性を最も示唆するのはどれか。
a 間欠的な腹痛
b 腹壁が板状硬
c 金属性腸雑音の聴取
d 胆汁の混ざった吐物
e 腹部エックス線写真で複数の小腸ループ像
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08i023.doc
	E 各論一般
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:10 急性腹症

	中項目:D 血管病変

	小項目:4 絞扼性イレウス



110
75歳の男性。心窩部痛を主訴に来院した。3か月前から心窩部に持続する鈍痛を自覚し、徐々に増悪してきた。食欲低下も伴うようになったため受診した。腹部は平坦、軟。臍周囲に可動性のない腫瘤を触知する。頸部、腋窩および鼠径部にリンパ節を触知しない。上部消化管内視鏡像(別冊No.△A)と腹部造影CT(別冊No.△B)とを別に示す。
TNM分類による進行度(ステージ)はどれか。
a ⅠA
b ⅠB
c Ⅱ
d Ⅲ
e Ⅳ
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08e045.doc
	F 臨床総論
	e

	総論

	章:Ⅴ 病因、病態生理

	大項目:6 腫瘍

	中項目:D 腫瘍の病理・病態

	小項目:11 臨床病期分類 #TNM分類


111　
67歳の女性。腹痛を主訴に来院した。本日、自宅近くの診療所で大腸の内視鏡的ポリープ切除術を受けた。帰宅後、深夜に突然左下腹部痛が出現し、2時間ほどしても軽快しないため救急外来を受診した。意識は清明。体温 36.2 ℃。脈拍 72/分、整。血圧 112/70 mmHg。呼吸数 14/分。腹部は平坦で、左下腹部に圧痛を認める。筋性防御と反跳痛とは認めない。
血液検査に加え、まず行うべきなのはどれか。
a 腹部MRI
b 注腸造影
c 試験開腹
d 胸腹部エックス線撮影
e 下部消化管内視鏡検査
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08b043.doc
	F 臨床総論
	d

	総論

	章:Ⅴ 病因、病態生理

	大項目:10 医原病

	中項目:B 治療に伴う医原病

	小項目:



113
28歳の男性。上腹部痛を主訴に来院した。10日前から心窩部に痛みを自覚するようになった。痛みは空腹時に出現することが多く、食後に軽減していた。既往歴に特記すべきことはない。身長 168 cm、体重 56 kg。体温 36.2 ℃。脈拍 64/分、整。血圧 122/62 mmHg。眼瞼結膜と眼球結膜とに異常を認めない。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。腸雑音に異常を認めない。尿所見：蛋白（－）、糖（－）。血液所見：赤血球 460 万、Hb 13.9 g/dl、Ht 44 ％、白血球 8,300 、血小板 24 万。血液生化学所見：アルブミン 4.1 g/dl、総ビリルビン 0.9 mg/dl、AST 22 IU/l、ALT 32 IU/l、LD 286 IU/l (基準176～353)、ALP 221 IU/l (基準115～359)、尿素窒素 18 mg/dl、クレアチニン 0.8 mg/dl、Na 136 mEq/l、K 4.2 mEq/l、Cl 102 mEq/l。十二指腸球部の内視鏡像(別冊No.△)を別に示す。
治療方針の決定に必要な検査はどれか。
a 便潜血反応
b 蛋白漏出試験
c 尿素呼気試験
d 血清CEA測定
e ツベルクリン反応
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07e052.doc
	F 臨床総論
	c

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:E 腹痛

	小項目:



114
25歳の男性。吐血を主訴に来院した。友人と酒を飲み、トイレで嘔吐した。最初の吐物は食物残渣であったが、2、3回嘔吐を繰り返すうちに血液を嘔吐した。便器が赤くなるほどの量だったので驚いて受診した。体温 36.2 ℃。脈拍 88/分。血圧 128/72 mmHg。眼瞼結膜に異常を認めない。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦、軟で、圧痛を認めない。腸雑音は軽度亢進している。直腸指診で異常を認めない。
診断に最も有用な検査はどれか。
a 腹部CT
b 腹部血管造影
c 上部消化管造影
d 腹部超音波検査
e 上部消化管内視鏡検査
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07g055.doc
	F 臨床総論
	e

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:G 消化管出血

	小項目:1 吐血


126
　74歳の男性。胸やけを主訴に来院した。1年前から食後に胸やけが出現し、徐々に増悪して夜間に目覚めるようになったため受診した。既往歴に特記すべきことはない。喫煙歴はない。飲酒は機会飲酒。意識は清明。身長 165 cm、体重 78 kg。脈拍 76/分、整。血圧 124/80 mmHg。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦、軟で、圧痛を認めない。血液所見：赤血球 467 万、Hb 14.1 g/dl、Ht 42 ％、白血球 6,600 、血小板 29 万。血液生化学所見に異常を認めない。上部消化管内視鏡像(別冊No.△)を別に示す。薬物治療を開始する予定だが、それ以外に患者から生活上の注意について質問された。
生活指導として適切なのはどれか。2つ選べ。
a 「体重を減らしましょう」
b 「就寝前に軽食を食べましょう」
c 「食後には横になって休みましょう」
d 「上半身を少し高くして眠るようにしましょう」
e 「症状が出たら前かがみの姿勢をとってみましょう」
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08d056.doc
	G 各論臨床短文
	ad

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:1 食道疾患

	中項目:B 炎症・感染症

	小項目:1 胃食道逆流症<GERD>   #Barrett上皮


132
　67歳の男性。腹部全体の持続する強い痛みを主訴に来院した。3年前から虚血性心疾患と心房細動とで通院中である。10時間前に腹痛が突然出現し、徐々に増強した。体温 36.7 ℃。脈拍 88/分、不整。血圧 124/78 mmHg。呼吸数 16/分。SpO2 97 ％(room air)。腹部は全体に膨隆し、腸雑音を聴取しない。腹部全体に圧痛とBlumberg徴候とを認める。血液所見：赤血球 512 万、Hb 16.2 g/dl、Ht 48 ％、白血球 12,800 (桿状核好中球 28 ％、分葉核好中球 46 ％、好酸球 2 ％、好塩基球 1 ％、単球 6 ％、リンパ球 17 ％)、血小板 18 万。血液生化学所見：総蛋白 7.6 g/dl、アルブミン 4.6 g/dl、総ビリルビン 0.6 mg/dl、AST 112 IU/l、ALT 35 IU/l、LD 482 IU/l (基準176～353)、アミラーゼ 124 IU/l (基準37～160)、CK 186 IU/l (基準30～140)。腹部造影CT(別冊No.△、頭側から順に△A、△B、△C)を別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 腸重積症
b 消化管穿孔
c 腸管軸捻転症
d 絞扼性イレウス
e 上腸間膜動脈閉塞症
写真№△A
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写真№△B
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写真№△C
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08d024.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:A 形態異常

	小項目:3 上腸間膜動脈性十二指腸閉塞症<上腸間膜動脈症候群>


133　
５７際の男性。動悸を主訴に来院した。半年前に早期胃癌の診断で幽門側胃切除術を受けた。術後、1回の食事量を少なくしてよくかんで食べるように心掛けていた。徐々に体調も良くなり、3か月前から食欲も増して食事量も多くなってきた。2か月前から時々、気分が悪くなり冷や汗が出て、胸がどきどきするようになった。症状は食後2～3時間で出現し、30～40分ほど持続して消失する。症状出現時に間食を摂ると症状は軽快する。運動時の胸痛や食後の胸やけはないが、心配になり受診した。既往歴は早期胃癌以外に特記すべきことはない。脈拍 72/分、整。血圧 138/72 mmHg。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦、軟で、圧痛を認めない。
最も考えられるのはどれか。
a 狭心症
b 悪性貧血
c 心房細動
d 逆流性食道炎
e ダンピング症候群
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08i047.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:B 機能異常

	小項目:2 胃切除後症候群  #ダンピング症候群


136
　39歳の男性。上腹部痛を主訴に来院した。昨日、夕食に自分で釣ってきたアジ、イカなどの刺身と天ぷらを家族4人と食べ、日本酒3合を飲酒した。その後約3時間で上腹部痛が出現した。家族に症状はない。今朝まで症状が持続しているため受診した。体温 36.0 ℃。脈拍 72/分、整。血圧 122/76 mmHg。呼吸数 12/分。腹部は平坦で、心窩部に圧痛があるが、反跳痛と筋性防御とは認めない。血液所見：赤血球 464 万、Hb 14.0 g/dl、Ht 42 ％、白血球 8,800 (桿状核好中球 23 ％、分葉核好中球 45 ％、好酸球 10 ％、好塩基球 1 ％、単球 5 ％、リンパ球 16 ％)、血小板 21 万。血液生化学所見：アルブミン 4.0 g/dl、総ビリルビン 0.9 mg/dl、AST 29 IU/l、ALT 17 IU/l、LD 187 IU/l (基準176～353)、ALP 321 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 32 IU/l (基準8～50)、アミラーゼ 85 IU/l (基準37～160)、クレアチニン 0.6 mg/dl。CRP 0.3 mg/dl。
確定診断に有用なのはどれか。
a 腹部造影CT
b 腹部超音波検査
c 腹部エックス線撮影
d 上部消化管内視鏡検査
e 内視鏡的逆行性胆管膵管造影<ERCP>
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08d049.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:C 炎症・感染症

	小項目:5 胃アニサキス症


141
　58歳の男性。心窩部鈍痛を主訴に来院した。2か月前から時々心窩部に鈍痛があったが、食事との関係は特になかった。既往歴に特記すべきことはない。身体所見に異常を認めない。血液所見：赤血球 326 万、Hb 11.5 g/dl、Ht 35 ％、白血球 5,200 、血小板 19 万。その他の血液検査で異常を認めない。上部消化管内視鏡像(別冊No.△)を別に示す。病変部からの内視鏡下生検組織で腺癌と診断された。胸腹部CTで転移を認めない。
治療として適切なのはどれか。
a 胃切除術
b 放射線治療
c レーザー焼灼術
d ホルモン補充療法
e 内視鏡的粘膜切除術
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07i057.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:D 腫瘍

	小項目:3 胃癌


145　
63歳の女性。腹痛のため搬入された。2日前から徐々に増悪する下腹部の持続痛を自覚していたが、本日突然に激痛となり、動けなくなったため救急搬送された。約5年前から時々下腹部痛を自覚し、自宅近くの診療所で内服薬を投与されて軽快していた。身体所見では腹部にBlumberg徴候と筋性防御を認めた。胸腹部エックス線写真でfree airを、腹部CTでfree air、腹水貯留およびS状結腸の壁肥厚を認めたため、大腸穿孔による腹膜炎と診断して緊急手術を行った。術式はS状結腸切除術と人工肛門造設術であった。摘出されたS状結腸の標本の写真(別冊No.△)を別に示す。
穿孔の原因となったのはどれか。
a 大腸癌
b 腸結核
c 大腸憩室炎
d 潰瘍性大腸炎
e 大腸ポリポーシス
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08d027.doc
	G 各論臨床短文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:A 形態異常

	小項目:1 大腸憩室性疾患  #憩室炎、憩室出血


146
　24歳の女性。腹痛を主訴に来院した。昨日朝から心窩部不快感と悪心とを自覚した。本日朝から右下腹部に痛みが出現し、一度嘔吐した。午後になって歩行時に腹部に響く痛みがあり、前かがみで歩行するようになったため受診した。昨日は排便があったが、本日はない。既往歴と家族歴とに特記すべきことはない。喫煙歴と飲酒歴とはない。最終月経は2週前。体温 37.9 ℃。脈拍 84/分。血圧 120/80 mmHg。身体所見で腹部はやや膨満し、腸雑音は聴取しない。触診で右下腹部は硬く、圧痛と反跳痛とを認める。血液所見：赤血球 430 万、Hb 12.9 g/dl、Ht 38 ％、白血球 16,300 (桿状核好中球 10 ％、分葉核好中球 72 ％、好酸球 1 ％、単球 3 ％、リンパ球 14 ％)、血小板 23 万。血液生化学所見：AST 25 IU/l、ALT 10 IU/l、ALP 250 IU/l (基準115～359)、アミラーゼ 49 IU/l (基準37～160)。CRP 8.9 mg/dl。妊娠反応は陰性。腹部超音波検査では、下腹部は消化管ガスのため観察が困難である。腹部単純CT(別冊No.△)を別に示す。
最も考えられる疾患はどれか。
a 急性腸炎
b Crohn病
c 急性虫垂炎
d 骨盤腹膜炎
e 大腸憩室炎
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07a044.doc
	G 各論臨床短文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:C 炎症・感染症

	小項目:2 虫垂炎  #McBurney圧痛点、Lanz圧痛点


148
　70歳の女性。3週前に右大腿部の蜂窩織炎で入院した。セファゾリンの投与により軽快したが、2日前から38℃の発熱と1日10回の下痢が出現した。意識は清明。体温 38.5 ℃。脈拍 120/分、整。血圧 110/60 mmHg。呼吸数 20/分。血液所見：赤血球 320 万、Hb 10.3 g/dl、Ht 31 ％、白血球 19,300 (分葉核好中球 72 ％、好酸球 2 ％、単球 10 ％、リンパ球 16 ％)、血小板 19 万。血液生化学所見：アルブミン 2.8 g/dl、尿素窒素 50 mg/dl、クレアチニン 3.8 mg/dl(5日前は0.8mg/dl)、Na 138 mEq/l、K 4.7 mEq/l、Cl 109 mEq/l。下部消化管内視鏡像(別冊No.△)を別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a Crohn病
b 偽膜性腸炎
c 虚血性大腸炎
d 潰瘍性大腸炎
e 腸管出血性大腸菌感染症
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08d048.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:C 炎症・感染症

	小項目:3 薬物性腸炎  #偽膜性腸炎、出血性腸炎


153　
69歳の女性。血便を主訴に来院した。3か月前から便に血液が付着していることに気付いていた。便器の水が血で染まる色が徐々に濃くなったため受診した。既往歴に特記すべきことはない。下部消化管内視鏡検査による回盲部から約20cm肛門側の写真(別冊No.△A)と肛門から約30cm口側の写真(別冊No.△B)とを別に示す。写真Aの病変に対しては内視鏡的粘膜切除が行われ、病理所見は腺腫であった。同時に行った写真Bの病変に対しては生検が行われ、病理所見は腺癌であった。胸腹部・骨盤部造影CTで肺や肝臓などの主要臓器に転移を認めない。
対応として適切なのはどれか。
a 内視鏡的粘膜下層剝離術
b 右半結腸切除術
c S状結腸切除術
d 低位前方切除術
e 大腸全摘術
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08i064.doc
	G 各論臨床短文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:D 腫瘍

	小項目:3 結腸癌


157
　60歳の女性。血便を主訴に来院した。以前から便秘があり、下剤を使用していた。数日間排便がないため、昨日就寝前に通常の2倍量の下剤を服用した。本日朝下腹部痛とともに、水様下痢を認めた。その後も腹痛は持続し、新鮮血の排泄が数回あったため受診した。不整脈と糖尿病とで治療中である。体温 36.7 ℃。脈拍 92/分。血圧 126/84 mmHg。眼瞼結膜に異常を認めない。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。下腹部に圧痛を認める。血液所見：赤血球 430 万、Hb 13.1 g/dl、Ht 39 ％、白血球 8,700 、血小板 19 万。CRP 1.2 mg/dl。下部消化管内視鏡検査を施行した。S状結腸の内視鏡像(別冊No.△)を別に示す。
対応として適切なのはどれか。
a 絶　食
b 副腎皮質ステロイドの注腸
c 内視鏡的止血術
d 上腸間膜動脈塞栓術
e 大腸切除術
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07a049.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:E 血管病変

	小項目:1 虚血性大腸炎


163
　64歳の男性。定期的な経過観察のため来院した。自覚症状はないが、1年前の健康診断でGIST<gastrointestinal stromal tumor>を疑われ、経過観察のため受診した。上部消化管内視鏡像(別冊No.△A)と腹部造影CT(別冊No.△B)とを別に示す。1年前と比較して約1.5倍の直径であった。腹部造影CTでは胃病変を認めるが、胃以外に異常はない。
治療として適切なのはどれか。
a 抗癌化学療法
b 放射線療法
c 胃局所切除術
d 噴門側胃切除術
e 胃全摘術
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08a043.doc
	G 各論臨床短文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 消化管共通疾患

	中項目:B 腫瘍

	小項目:3 GIST<gastrointestinal stromal tumor>


164
　85歳の女性。右下腹部痛を主訴に来院した。入浴後に急に右下腹部痛が出現し、次第に右大腿内側から膝にかけての疼痛を伴うようになった。悪心はあるが嘔吐はない。意識は清明。体温 36.0 ℃。脈拍 80/分、整。血圧 182/90 mmHg。呼吸数 15/分。SpO2 99 ％(room air)。腹部は全体に平坦、軟で、反跳痛と筋性防御とを認めない。鼠径部に近い右下腹部に自発痛と圧痛とを認める。腸雑音はやや低下し、金属音を聴取しない。血液所見：赤血球 373 万、Hb 11.4 g/dl、Ht 34 ％、白血球 7,600 、血小板 18 万。血液生化学所見：総ビリルビン 0.9 mg/dl、LD 180 IU/l (基準176～353)、CK 56 IU/l (基準30～140)、アミラーゼ 116 IU/l (基準37～160)、尿素窒素 16 mg/dl、クレアチニン 0.5 mg/dl。CRP 0.2 mg/dl。腹部単純CT(別冊No.△)を別に示す。
対応として適切なのはどれか。
a 緊急手術
b 経過観察
c 注腸整復術
d 徒手的還納術
e 穿刺ドレナージ
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07d036.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:9 横隔膜・腹膜・腹壁疾患

	中項目:A 形態異常

	小項目:4 閉鎖孔ヘルニア


次の文を読み、178～180の問いに答えよ。
62歳の男性。心窩部痛を主訴に来院した。
現病歴
：
3か月前から時々心窩部不快感を自覚するようになった。最近、会社の同僚が同じような症状で胃癌の診断を受け手術を行ったため、自分も胃癌ではないかと心配になっていた。食欲低下も出現したため、市販の胃薬を内服したところ心窩部不快感と食欲不振とは改善した。その後仕事が忙しく、時々心窩部不快感はあったがそのままにしていた。1週前に腰部を打撲し、自宅近くの診療所で治療を受け2日後には軽快した。3日前から心窩部痛が持続するようになり、夜間就寝中にも痛みで覚醒するようになった。テレビで胃癌の原因がHelicobacter pyloriの感染であることを聞いて心配になり、上部消化管内視鏡検査を希望し受診した。
既往歴
：
特記すべきことはない。
生活歴
：
喫煙歴はない。飲酒は機会飲酒。
現　症
：
意識は清明。体温 36.7 ℃。脈拍 76/分、整。血圧 128/70 mmHg。呼吸数 16/分。腹部は平坦で、肝・脾を触知しない。心窩部に軽度の圧痛を認めるが、腫瘤は触知しない。直腸指診で異常を認めない。
検査所見
：
尿所見：蛋白（－）、糖（－）、潜血（－）。血液所見：赤血球 330 万、Hb 11.8 g/dl、Ht 32 ％、白血球 7,200 、血小板 24 万。心電図と胸部エックス線写真とに異常を認めない。上部消化管内視鏡像(別冊No.△A)を別に示す。
写真№△A
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178
追加すべき質問はどれか。
a 「生魚は食べていませんか」
b 「痛み止めは飲んでいませんか」
c 「最近海外に行きませんでしたか」
d 「最近井戸水を飲んでいませんか」
e 「血のつながった家族に大腸癌の方はいませんか」

179
Helicobacter pylori感染診断を行った。その結果(別冊No.△B)を別に示す。
用いた診断法はどれか。
a 培養法
b 血中抗体測定
c 便中抗原測定
d 尿素呼気試験
e ウレアーゼ試験
写真№△B
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180
治療として適切なのはどれか。
a 輸　血
b 内視鏡的止血術
c 抗菌薬の単剤投与
d 内視鏡的粘膜下層剝離術
e プロトンポンプ阻害薬の投与
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	08g067.doc
	H 各論臨床長文
	b

	消化管
	08g067.doc
	H 各論臨床長文
	e

	消化管
	08g067.doc
	H 各論臨床長文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:C 炎症・感染症

	小項目:3 消化性潰瘍<胃潰瘍・十二指腸潰瘍>


次の文を読み、184～186の問いに答えよ。
57歳の男性。便潜血検査で異常を指摘され精査のため来院した。
現病歴
：
50歳時に大腸ポリープで内視鏡的切除術を受けた。その後、特に症状を認めないためそのままにしていた。先日、同僚が大腸癌で手術を受けたため、自分も癌ではないかと気になり自宅近くの診療所を受診した。尿検査、血液検査および腹部超音波検査で異常はなく、便潜血検査で陽性を指摘され受診した。
既往歴
：
28歳時に急性虫垂炎で手術。
生活歴
：
喫煙は20本/日を25年間。飲酒はビール350ml/日を35年間。2年前から禁煙、禁酒している。
家族歴
：
父が大腸癌のため89歳で死亡。
現　症
：
身長 165 cm、体重 67 kg。体温 36.6 ℃。脈拍 72/分、整。血圧 130/84 mmHg。呼吸数 14/分。右下腹部に軽度の圧痛と手術後の瘢痕とを認める。筋性防御と反跳痛とを認めない。腫瘤を触知しない。
検査所見
：
血液所見：赤血球 420 万、Hb 13.4 g/dl、Ht 42 ％、白血球 8,200 、血小板 28 万。血液生化学所見：総蛋白 7.2 g/dl、アルブミン 3.8 g/dl、AST 36 IU/l、ALT 36 IU/l、総コレステロール 230 mg/dl。CRP 0.03 mg/dl。これまでの臨床経過と既往歴から下部消化管内視鏡検査を行った。下行結腸の内視鏡像(別冊No.△)を別に示す。

184
診断はどれか。
a 潰瘍性大腸炎
b 虚血性大腸炎
c 進行大腸癌
d 大腸憩室
e 大腸ポリープ

185
適切な治療はどれか。
a 開腹大腸切除術
b クリッピング
c 内視鏡的切除術
d 腹腔鏡下大腸切除術
e メサラジン(5-ASA製剤)の投与
186
患者から「この病気が日本で増えているとおっしゃいましたが、その原因は何ですか」と質問があった。
適切な回答はどれか。
a 「慢性炎症と言われています」
b 「免疫不全と言われています」
c 「ウイルス感染と言われています」
d 「精神的ストレスと言われています」
e 「欧米化した食事習慣と言われています」
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	消化管
	07b058.doc
	H 各論臨床長文
	e

	消化管
	07b058.doc
	H 各論臨床長文
	c

	消化管
	07b058.doc
	H 各論臨床長文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:3 小腸・結腸疾患

	中項目:D 腫瘍

	小項目:2 大腸ポリープ、大腸腺腫


【肝胆膵】

26
Courvoisier徴候を示すのはどれか。2つ選べ。
a 胆囊癌
b 膵頭部癌
c 肝内胆管癌
d 下部胆管癌
e 肝門部胆管癌
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	08g037.doc
	D 総論一般
	bd

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:K 臓器腫大

	小項目:



59
急性胆管炎の原因菌として頻度が高いのはどれか。2つ選べ。
a Clostridium difficile
b Escherichia coli
c Haemophilus influenzae
d Helicobacter pylori
e Klebsiella spp. <クレブシエラ属菌>
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	08i031.doc
	E 各論一般
	be

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 胆道疾患

	中項目:B 炎症・感染症

	小項目:2 胆管炎  #Charcot3徴、Reynolds5徴、急性閉塞性化膿性胆管炎



73
65歳の女性。全身倦怠感を主訴に来院した。1か月前に全身倦怠感が出現し、徐々に増悪した。2週前に知人に皮膚の黄染を指摘された。既往歴に特記すべきことはない。体温 36.6 ℃。眼球結膜に黄染を認める。血液所見：赤血球 374 万、Hb 12.0 g/dl、Ht 36 ％、白血球 7,700 、血小板 19 万。血液生化学所見：総蛋白 6.3 g/dl、アルブミン 3.5 g/dl、総ビリルビン 12.8 mg/dl、直接ビリルビン 9.6 mg/dl、AST 140 IU/l、ALT 283 IU/l、LD 210 IU/l (基準176～353)、ALP 1,970 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 399 IU/l (基準8～50)、尿素窒素 7 mg/dl、クレアチニン 0.5 mg/dl。CRP 0.4 mg/dl。
認められる可能性が最も高いのはどれか。
a 脾　腫
b 肝腫大
c 黄色腫
d 灰白色便
e くも状血管腫
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	07e049.doc
	F 臨床総論
	d

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:I 皮膚の異常

	小項目:1 黄疸 #{灰}白色便


【一般的な身体診察】

23
50歳の男性。上行結腸癌のため入院し、右半結腸切除術当日である。不整脈の既往はない。術中経過は特に問題なかった。術後、患者は回復室に入室し、6時間を経過したところで痛みは我慢できる程度であるという。心電図モニターの画面上、心拍数は 110/分、整で、SpO2 100 ％(マスク 3 l/分 酸素投与下)である。心拍数の記録を確認したところ、回復室に入室後は80台/分で経過していたが、30分前から次第に増加し現在の値に達している。
現時点での対応として適切なのはどれか。
a 血圧記録の確認
b 早期離床の推奨
c 細胞外液の急速投与
d カルシウム拮抗薬の投与
e 自動体外式除細動器<AED>の装着
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	外科総論
	08h021.doc
	B 必修臨床短文
	a

	必修

	大項目:8 一般的な身体診察

	中項目:D 全身の診察

	小項目:3 バイタルサイン（体温、呼吸、脈拍、血圧）



9
中年の男性。駅の構内で研修医の目の前で突然倒れた。研修医は周囲の安全を確認後に男性に呼びかけたが、反応がないため大声で駅員を呼び、救急車を要請し、自動体外式除細動器<AED>をすぐに持ってくるように指示した。呼吸を確認したが自発呼吸は認められない。
日本蘇生協議会ガイドライン2010に基づいて、この研修医がまず行うべきなのはどれか。
a 胸骨を叩打する。
b 胸骨を圧迫する。
c 回復体位にする。
d 両下肢を挙上する。
e 対光反射を観察する。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	救急
	07f020.doc
	B 必修臨床短文
	b

	必修

	大項目:11 初期救急

	中項目:B 基本的な救急処置

	小項目:1 一次救命処置<BLS>


10
外来待合室で心肺停止となった成人に対して、研修医2人が胸骨圧迫とバッグバルブマスク人工呼吸により効果的な心肺蘇生法を行っている。
2分間の人工呼吸の回数に最も近いのはどれか。
a 10回
b 20回
c 30回
d 40回
e 50回
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	救急
	07c013.doc
	A 必修一般
	a

	必修

	大項目:11 初期救急

	中項目:B 基本的な救急処置

	小項目:4 人工呼吸


126
 70歳の男性。腹膜炎の手術後で入院中である。2週前にS状結腸憩室の穿孔による急性汎発性腹膜炎にて緊急手術を施行された。手術術式はS状結腸切除術・人工肛門造設術であった。術後の経過は良好で、術後7日目に流動食を開始し、術後8日目にはドレーンの排液の性状に問題がなかったためドレーンは抜去した。現在は中心静脈栄養を併用しながら5分粥食を全量摂取している。術後4日目以降発熱を認めなかったが、昨夜急に悪寒戦慄を伴う39℃の発熱があった。他に症状はなく食欲も保たれている。
対応として適切なのはどれか。
a 絶飲食
b 便培養検査
c 緊急開腹手術
d ドレーン再挿入
e 中心静脈カテーテル抜去
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	外科総論
	08h029.doc
	B 必修臨床短文
	e

	必修

	大項目:12 主要疾患・症候群

	中項目:F 消化器・腹壁・腹膜疾患

	小項目:23 汎発性腹膜炎


【治療の基本】

17
適切に管理され感染徴候のない中心静脈カテーテルの入れ替え時期について正しいのはどれか。
a 48時間ごと
b 96時間ごと
c 1週間ごと
d 2週間ごと
e 定期的な入れ替えは不要
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	外科総論
	07c015.doc
	A 必修一般
	e

	必修

	大項目:13 治療の基本

	中項目:H 栄養療法

	小項目:2 経静脈栄養


【基本的手技】

4
成人男性の交通事故で救急患者受入の要請があった。事故現場到着時点での血圧は触診で80mmHgとのことである。
救急外来で血管確保のために準備しておくべき留置針の太さ(G)で適切なのはどれか。
a 14G
b 18G
c 24G
d 30G
e 34G
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	外科総論
	08h020.doc
	A 必修一般
	b

	必修

	大項目:14 基本的手技

	中項目:A 一般的手技

	小項目:2 末梢静脈の血管確保


【人体の正常構造と機能】

1成人の解剖で正しいのはどれか。2つ選べ。
a左反回神経は鎖骨下動脈を反回する。
b食道裂孔部は上門歯列から約40cmの位置にある。
c McBurney圧痛点は虫垂の先端の位置に一致する。
d直腸は下腸間膜動脈と内腸骨動脈の血流を受ける。
e内肛門括約筋は随意筋である。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	基礎医学
	07b034.doc
	D 総論一般
	bd

	総論

	章:Ⅲ 人体の正常構造と機能

	大項目:1 個体の構造

	中項目:B 局所解剖

	小項目:


5
腹腔鏡の写真(別冊No.△)を別に示す。
矢印で示す臓器はどれか。
a 胃
b 空　腸
c 回　腸
d 結　腸
e 直　腸
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	基礎医学
	08e021.doc
	D 総論一般
	d

	総論

	章:Ⅲ 人体の正常構造と機能

	大項目:1 個体の構造

	中項目:B 局所解剖

	小項目:1 正常画像 #周囲臓器との位置関係



61
腹部造影CT(別冊No.△A、△B)を別に示す。
上腸間膜動脈はどれか。
ただし、別冊△Aと別冊△Bの①～⑤は、それぞれ同一の解剖学的構造である。
a ①
b ②
c ③
d ④
e ⑤
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	基礎医学
	07e007.doc
	D 総論一般
	b

	総論

	章:Ⅲ 人体の正常構造と機能

	大項目:5 消化器、腹壁、腹膜

	中項目:B 消化管の構造・機能

	小項目:2 脈管系 #門脈系、上腸管膜血管


62
門脈に流入するのはどれか。2つ選べ。
a 肝静脈
b 脾静脈
c 左腎静脈
d 内腸骨静脈
e 上腸間膜静脈
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	基礎医学
	08e031.doc
	D 総論一般
	be

	総論

	章:Ⅲ 人体の正常構造と機能

	大項目:5 消化器、腹壁、腹膜

	中項目:B 消化管の構造・機能

	小項目:2 脈管系 #門脈系、上腸管膜血管


【治療】

23
抜管後の術後呼吸抑制の原因薬物と拮抗薬の組合せで適切なのはどれか。
a ジアゼパム
アトロピン
b フェンタニル
ナロキソン
c ベクロニウム
ロクロニウム
d チオペンタール
スガマデクス
e スキサメトニウム
ダントロレン
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	外科総論
	08g018.doc
	D 総論一般
	b

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:2 薬物療法

	中項目:C 薬効

	小項目:2 薬物の相互作用(相乗、拮抗、酵素誘導、酵素阻害) #併用禁忌



68
成人男性の仰臥位の写真(別冊No.△①～⑤)を別に示す。
全身麻酔導入時に、喉頭鏡を用いて直視下に声帯を確認し、経口気管挿管を行うのに最も適した体位はどれか。
a ①
b ②
c ③
d ④
e ⑤
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	外科総論
	08b028.doc
	D 総論一般
	d

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:4 手術、周術期の管理、麻酔

	中項目:F 麻酔導入

	小項目:2 気管挿管


162
集中治療室で撮影されたポータブル胸部エックス線写真(別冊No.△)を別に示す。
認められるのはどれか。
a 右側に気胸がある。
b 胃管の留置位置が深い。
c 左下葉に無気肺がある。
d 気管チューブの留置位置が深い。
e 中心静脈カテーテルの留置位置が深い。
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	救急
	08g021.doc
	D 総論一般
	d

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:10 ２次・３次救急患者の治療

	中項目:A 心肺蘇生

	小項目:1 気道確保 #気管挿管、輪状甲状靱帯切開<輪状甲状軟骨間膜切開>、気管切開


【消化器・腹壁・腹膜疾患】

43
62歳の女性。健康診断で肝機能異常を指摘され来院した。自覚症状はない。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。血液所見：赤血球 407 万、Hb 13.0 g/dl、Ht 39 ％、白血球 7,800 、血小板 26 万。血液生化学所見：総ビリルビン 2.2 mg/dl、AST 160 IU/l、ALT 186 IU/l、ALP 1,652 IU/l (基準115～359)、アミラーゼ 62 IU/l (基準37～160)、CEA 2.9 ng/ml(基準5以下)、CA19-9 210 U/ml(基準37以下)。上部消化管内視鏡像(別冊No.△A)、ERCP(別冊No.△B)及び腹部造影CT(別冊No.△C)を別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 胆囊癌
b 膵体部癌
c 肛門部胆管癌
d 十二指腸球部癌
e 十二指腸乳頭部癌
写真№△A
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写真№△B
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写真№△C
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	08a027.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:D 腫瘍

	小項目:4 十二指腸乳頭部腫瘍


97
健康診断の腹部超音波検査で肝に異常を指摘されたため、精査目的で撮影されたダイナミックCTの動脈相(別冊No.△A)と後期相(別冊No.△B)とを別に示す。
①と②の病変の診断で正しいのはどれか。
[image: image50.emf]① ②

a

肝囊胞 肝血管腫

b

肝囊胞 肝細胞癌

c

肝囊胞 転移性肝癌

d

転移性肝癌 肝血管腫

e

転移性肝癌 肝細胞癌

f

転移性肝癌 肝囊胞


写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	07i080.doc
	E 各論一般
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 肝疾患

	中項目:A 形態異常

	小項目:1 肝嚢胞


106
腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
この患者の血液検査項目で低値と予想されるのはどれか。2つ選べ。
a アルブミン
b アンモニア
c γ-グロブリン
d 血小板
e 総ビリルビン
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	08d018.doc
	E 各論一般
	ad

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 肝疾患

	中項目:B 炎症・感染症

	小項目:4 肝硬変  #特発性細菌性腹膜炎


次の文を読み、115～117の問いに答えよ。
68歳の女性。発熱と食欲不振とを主訴に来院した。
現病歴
：
3週前から微熱と右季肋部の違和感を自覚していた。2日前から食欲もなくなってきた。15年前に乳癌で右乳房切除術を受けており、再発が心配で精密検査を希望して受診した。
既往歴
：
53歳時に乳癌で右乳房切除術。60歳時に胆石症で開腹胆囊摘出術。
生活歴
：
喫煙歴はない。飲酒は機会飲酒。
家族歴
：
姉が乳癌。
現　症
：
意識は清明。身長 150 cm、体重 49 kg。体温 37.6 ℃。脈拍 88/分、整。血圧 130/84 mmHg。呼吸数 16/分。頸部リンパ節を触知しない。右前胸部と右上腹部とに手術痕を認める。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。
検査所見
：
血液所見：赤血球 423 万、Hb 11.9 g/dl、Ht 40 ％、白血球 9,600 、血小板 21 万。血液生化学所見：総蛋白 7.5 g/dl、アルブミン 3.9 g/dl、総ビリルビン 0.9 mg/dl、AST 31 IU/l、ALT 36 IU/l、LD 230 IU/l (基準176～353)、ALP 372 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 28 IU/l (基準8～50)、アミラーゼ 95 IU/l (基準37～160)、CK 42 IU/l (基準30～140)、尿素窒素 12 mg/dl、クレアチニン 0.6 mg/dl、血糖 98 mg/dl、総コレステロール 246 mg/dl、トリグリセリド 190 mg/dl、Na 131 mEq/l、K 4.4 mEq/l、Cl 97 mEq/l、CEA 2.2 ng/ml(基準5以下)、CA15-3 15 U/ml(基準30以下)。CRP 10 mg/dl。腹部超音波検査で肝に占拠性病変を認めたため胸腹部CTを施行した。腹部単純CT(別冊No.△A)と腹部造影CT(別冊No.△B)とを別に示す。

115
この患者の右胸腹部の診察所見として最も考えられるのはどれか。
a 波　動
b 叩打痛
c 振盪音
d 腹部膨満
e 血管雑音

116
この患者に行うべき検査はどれか。
a 腹腔動脈造影
b エコー下穿刺
c 超音波内視鏡検査
d 腹部造影超音波検査
e 内視鏡的逆行性胆管膵管造影<ERCP>

117
この患者に今後発生しうる症候で緊急度の判定に最も有用なのはどれか。
a 浮　腫
b 黄　疸
c 意識障害
d 体重減少
e 全身倦怠感
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	08g061.doc
	H 各論臨床長文
	b

	肝・胆・膵
	08g061.doc
	H 各論臨床長文
	b

	肝・胆・膵
	08g061.doc
	H 各論臨床長文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 肝疾患

	中項目:B 炎症・感染症

	小項目:8 肝膿瘍  #細菌性肝膿瘍、アメーバ性肝膿瘍


121
肝細胞癌に対する肝切除後に残存肝の再生を促すのはどれか。
a 下　剤
b 輸　血
c 抗菌薬
d 経口栄養
e 抗悪性腫瘍薬
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	08a015.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 肝疾患

	中項目:C 腫瘍

	小項目:2 肝細胞癌


122
ダイナミックCTの動脈相(別冊No.△)を別に示す。
この患者の肝細胞癌の主たる占拠区域はどれか。
a 尾状葉
b 右葉前区域
c 右葉後区域
d 左葉内側区域
e 左葉外側区域
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	08d005.doc
	E 各論一般
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 肝疾患

	中項目:C 腫瘍

	小項目:2 肝細胞癌


126
77歳の男性。腹痛のため搬入された。1か月前から食欲がなくなってきたが、日常生活に支障はなかった。今朝、右上腹部痛を訴え、ふらついて寝床から起き上がれないため家族が救急車を要請した。脈拍 116/分、整。血圧 76/48 mmHg。SpO2 100 ％(リザーバー付マスク 10 l/分酸素投与下)。腹部は軽度膨隆、軟で、肝・脾を触知しない。血液所見：赤血球 266 万、Hb 8.9 g/dl、Ht 27 ％、白血球 8,400 、血小板 15 万、PT 79 ％ (基準80～120)。血液生化学所見：アルブミン 3.6 g/dl、総ビリルビン 0.7 mg/dl、AST 28 IU/l、ALT 12 IU/l、ALP 269 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 75 IU/l (基準8～50)、尿素窒素 25 mg/dl、クレアチニン 1.0 mg/dl、Na 142 mEq/l、K 4.0 mEq/l、α-フェトプロテイン<AFP> 26.5 ng/ml(基準20以下)。免疫血清学所見：CRP 0.7 mg/dl、HBs抗原 陽性 、HCV抗体 陰性。輸液を開始後、血圧は 96/64 mmHgとなった。腹部造影CT(別冊No.△A)と腹部造影CT冠状断像(別冊No.△B)とを別に示す。
次の対応として適切なのはどれか。
a 肝切除術
b 放射線治療
c 動注化学療法
d ラジオ波焼灼
e 肝動脈塞栓術
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	07d034.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 肝疾患

	中項目:C 腫瘍

	小項目:2 肝細胞癌


146
68歳の女性。心窩部痛を主訴に来院した。昨日から心窩部痛が出現し、次第に増悪してきたため受診した。意識は清明。体温 37.8 ℃。脈拍 92/分、整。血圧 186/78 mmHg。呼吸数 16/分。眼球結膜に黄染を認めない。心窩部に圧痛を認める。肝・脾を触知しない。血液所見：赤血球 419 万、Hb 12.7 g/dl、Ht 38 ％、白血球 17,200 (桿状核好中球 7 ％、分葉核好中球 76 ％、単球 3 ％、リンパ球 14 ％)、血小板 21 万。血液生化学所見：総蛋白 6.2 g/dl、アルブミン 3.0 g/dl、総ビリルビン 1.2 mg/dl、AST 51 IU/l、ALT 120 IU/l、ALP 390 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 70 IU/l (基準8～50)、アミラーゼ 40 IU/l (基準37～160)、尿素窒素 11 mg/dl、クレアチニン 0.5 mg/dl。CRP 20 mg/dl。腹部単純CT(別冊No.△)を別に示す。抗菌薬の投与と経皮経肝胆囊ドレナージとを行った。
次に行う治療として適切なのはどれか。
a 胆囊摘出術
b 肝右葉切除術
c 総胆管空腸吻合術
d 体外衝撃波結石破砕術
e ウルソデオキシコール酸の経口投与
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	07a036.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 胆道疾患

	中項目:B 炎症・感染症

	小項目:1 胆嚢炎


153
50歳の男性。健康診断の腹部超音波検査で胆囊内に5mm前後の隆起性病変を2個指摘されたため来院した。既往歴に特記すべきことはない。腹部超音波像(別冊No.△)を別に示す。
隆起性病変への対応として適切なのはどれか。
a 胆囊摘出術を行う。
b 検査・治療・経過観察は行わない。
c 腹部超音波検査による経過観察を行う。
d 内視鏡的逆行性胆管膵管造影<ERCP>を行う。
e ポジトロンエミッション断層撮影<PET>を行う。
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	07i058.doc
	G 各論臨床短文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 胆道疾患

	中項目:C 腫瘍

	小項目:1 胆嚢ポリープ


155
腹部造影CT(別冊No.△A)、腹部造影CT冠状断像(別冊No.△B)及び摘出された胆囊標本の写真(別冊No.△C)を別に示す。
診断として最も考えられるのはどれか。
a 胆囊癌
b 胆囊腺筋症
c 急性壊疽性胆囊炎
d 過形成性ポリープ
e コレステロールポリープ
写真№△A
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写真№△B
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写真№△C
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	07d003.doc
	E 各論一般
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 胆道疾患

	中項目:C 腫瘍

	小項目:3 胆嚢癌、胆管癌


163
52歳の男性。右季肋部痛を主訴に来院した。昨夜、夕食後に右季肋部痛が出現し今朝まで持続している。体温 36.5 ℃。脈拍 84/分、整。血圧 124/68 mmHg。眼球結膜に黄染を認めない。腹部は平坦で右季肋部に圧痛を認める。反跳痛を認めない。肝・脾を触知しない。血液所見：赤血球 456 万、Hb 14.5 g/dl、Ht 44 ％、白血球 11,000 (桿状核好中球 8 ％、分葉核好中球 60 ％、好酸球 2 ％、リンパ球 30 ％)、血小板 21 万。血液生化学所見：総ビリルビン 2.0 mg/dl、AST 158 IU/l、ALT 145 IU/l、ALP 580 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 182 IU/l (基準8～50)、アミラーゼ 125 IU/l (基準37～160)。CRP 3.4 mg/dl。腹部超音波検査で異常を認めたため行ったERCP(別冊No.△)を別に示す。
治療として最も適切なのはどれか。
a 蛋白分解酵素阻害薬投与
b 経口胆石溶解薬投与
c 体外衝撃波結石破砕術
d 内視鏡的結石除去術
e 膵頭十二指腸切除術
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	08d026.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 胆道疾患

	中項目:D 代謝性疾患

	小項目:1 胆石症


168
65歳の男性。総胆管結石の加療目的で入院中である。入院翌日に内視鏡的結石除去術を施行した。終了3時間後から持続性の心窩部痛と背部痛を訴えた。体温 35.8 ℃。脈拍 100/分、整。血圧 84/56 mmHg。呼吸数 20/分。SpO2 93 ％(room air)。顔面は蒼白である。腹部は平坦で、心窩部に圧痛と筋性防御とを認める。血液所見：赤血球 422 万、Hb 14.3 g/dl、Ht 43 ％、白血球 10,100 (桿状核好中球 7 ％、分葉核好中球 66 ％、単球 3 ％、リンパ球 24 ％)、血小板 26 万、PT 94 ％ (基準80～120)。血液生化学所見：総ビリルビン 1.2 mg/dl、AST 20 IU/l、ALT 19 IU/l、LD 151 IU/l (基準176～353)、ALP 246 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 22 IU/l (基準8～50)、アミラーゼ 1,495 IU/l (基準37～160)、クレアチニン 1.0 mg/dl。CRP 0.1 mg/dl。腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
次に行うべき治療として適切なのはどれか。
a 血漿交換
b 大量輸液
c 緊急開腹手術
d 胆道ドレナージ
e 副腎皮質ステロイドのパルス療法
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	08i075.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 膵疾患

	中項目:A 炎症・感染症

	小項目:1 急性膵炎  #重症急性膵炎、仮性嚢胞


180
58歳の男性。腹部CTで異常を指摘され来院した。55歳時に自宅近くの医療機関で早期胃癌に対し幽門側胃切除術を受け、その後の定期検査の腹部CTで異常を指摘され、紹介されて受診した。自覚症状はない。体温 36.2 ℃。脈拍 88/分、整。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。血液所見：赤血球 415 万、Hb 13.6 g/dl、Ht 42 ％、白血球 5,800 、血小板 22 万。血液生化学所見：総ビリルビン 0.8 mg/dl、AST 24 IU/l、ALT 32 IU/l、ALP 246 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 44 IU/l (基準8～50)、アミラーゼ 155 IU/l (基準37～160)、CEA 2.2 ng/ml(基準5以下) 、CA19-9 32 U/ml(基準37以下)。CRP 0.1 mg/dl。MRCP(別冊No.△)を別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 膵　癌
b 総胆管結石
c 膵内分泌腫瘍
d 自己免疫性膵炎
e 膵管内乳頭粘液性腫瘍<IPMN>
写真№△
[image: image49.jpg]



	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	08i065.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 膵疾患

	中項目:B 腫瘍

	小項目:1 膵嚢胞性腫瘍 #膵管内乳頭粘液性腫瘍<IPMN>、粘液性嚢胞腫瘍<MCN>


187
58歳の女性。褐色尿を主訴に来院した。画像診断で膵頭部癌による閉塞性黄疸と診断されたが、転移巣は描出されなかった。内視鏡的逆行性胆管ドレナージで減黄術を行い、膵頭十二指腸切除術を予定した。手術開腹時に、肝両葉の表面に小結節状の転移巣を5個と、腹膜に同様の結節を十数個認めた。
対応として適切なのはどれか。
a 非切除
b 肝部分切除術
c 膵腫瘍摘出術
d 肝膵同時切除術
e 膵頭十二指腸切除術
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	07i059.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:8 膵疾患

	中項目:B 腫瘍

	小項目:3 膵癌


次の文を読み、213～215の問いに答えよ。
19歳の男性。交通外傷のため搬入された。
現病歴
：
河川沿いの堤防道路でオートバイを運転中に対向車と接触し転倒、崖下に転落した。
既往歴
：
特記すべきことはない。
現　症
：
意識はほぼ清明だが会話は困難。脈拍 124/分。血圧 92/70 mmHg。呼吸数 28/分。SpO2 100 ％(リザーバー付マスク 10 l/分 酸素投与下)。顔面に挫創があり、口腔から出血と凝血塊の喀出を認める。胸部は右前胸部に圧痛があり、右呼吸音が減弱している。右下肢は外旋位で、右下腿の変形と開放創を認める。腹部超音波検査で腹腔内に液体貯留を認める。マスクによる酸素投与を継続している。
213
次に行うべき処置はどれか。
a 気管挿管
b 口腔内の吸引
c 緊急気管切開
d 輪状甲状靱帯穿刺
e 経鼻エアウェイ挿入

214
治療方針の決定のため、初療室で行う単純エックス線撮影で最も優先順位が高い部位はどれか。
a 頭　部
b 顔　面
c 頸　椎
d 胸　部
e 右下肢

215
輸液開始20分後、バイタルサインは脈拍 112/分、血圧 110/60 mmHgとなった。頭部CTでは頭蓋内に異常はなく、腹腔内出血および右脛骨と腓骨の開放骨折に対して治療が必要と判断した。しかし、自施設の外科医と整形外科医に連絡したところ、整形外科医からは「30分以内に対応可能」という返事が得られたが、外科医からは「現在、別の緊急手術を行っているため3時間は対応が難しい」との返事があった。
この時点での対応で適切でないのはどれか。
a 輸血を準備する。
b 動脈塞栓術が可能か検討する。
c 観血的整復固定術を先行させる。
d 動脈血圧のモニタリングを開始する。
e 近くの救命救急センターへの転送を検討する。
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	中項目:A 外傷
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